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イントロダクション



授業スタイルは

三井 is ...



２０２１年教科書選定

情報Ⅰに向けて…





４年間の総集編

本日のテーマ



プログラミング



単元のねらい

・『手順を組み立てる』大切さを理解する。

・PCを使って手順が正しいか検証できるよう
にする。

・手順によって効率が大きく変化することを
理解する。



１．背景と目的

・情報ⅠのプログラミングPythonを取り扱うことがあ

りそうだ。（高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教

材より）

・生徒は理解をしてくれるのか？何を苦手としそうなの

か知っておいたほうがよさそうだ。

・12回程度「手順を組み立てる」ことを目標としたプロ

グラムの授業を実践し、振り返りから考察する。



環境設定

○Python は Anaconda をインストールして環境設定を

行った。

http://www.anaconda.com

○エディタは spyder を利用。

・Anaconda に用意されている。

・実行コンソールが標準で用意されている。

・インデントも自動的に対応。

・数値やキーワードは自動的に色がつく。





２．分析

授業で取り扱った内容

HelloWorld の表示

if else による分岐

for による繰り返し

リスト（配列）の利用

乱数の利用

関数への分割

線形探索

二分探索

選択ソート

クイックソート
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授業振り返りより得られた傾向 数値データより



5 0.9% 0.3% 8.7%

4 0.9% 1.6% 22.7%

3 8.4% 5.3% 27.0%

2 6.8% 3.4% 6.2%

1 3.4% 1.9% 2.5%

C B A

授業振り返りより得られた傾向 数値データより



No1 初めてのPython Hello World が表示 10 3.11%

No2 print の利用順番にあいさつ文が表示 11 3.42%

No3 if else の利用 60点未満ならば不合格を表示 11 3.42%

No4 for の利用 1+2+3+4+5の値を表示する 48 14.91%

No5 for と if の組み合わせ偶数のときだけ10を加える 64 19.88%

No6 リストの利用 リスト内の最大値を求める 153 47.52%

No7 乱数の利用乱数の値を表示する 57 17.70%

No8 関数の利用 2をp回加える機能を関数で分割する 118 36.65%

No10 線形探索線形探索で探した回数を表示 90 27.95%

No11 二分探索二分探索で探した回数を表示 101 31.37%

No12 選択ソート 選択ソートで入れ替えた回数を表示 116 36.02%

No13 クイックソート クイックソートの途中の値を表示 122 37.89%

授業振り返りより得られた傾向 数値データより



３．まとめ

・初学者にとってPythonの文法規則は妨げになっていない。

・つまずきやすいポイントは「ループ」そして「リスト（配列）」

と「ループ」を織り交ぜたとき。

・「リスト（配列）」の応用をしっかり学ぶとクイックソートまで

理解できる。これをやらないとプログラム嫌いが増える。



単元最後の振り返り文章より



単元最後の振り返り文章より

物事を深く理解していないと使いこなせないと思いました。

簡単なミスをしないように落ち着いて物事を進めることです。

一つの結果を求めるためにもいろいろな手順が存在すること。

打ち慣れていない時に比べてずっと速くなったと思う。

一つ一つさせる手順を限定して実行させることが大変であり

ひとつひとつの文字をそれぞれ定義しなければならないということがわかった。

わからないことを友達と協力して解決していくこと。

正確なプログラミングをしなければ全く作動しないことがわかった

完璧な指示を出さないとコンピュータは動いてくれないということ。

細かいことでも間違えは許されないということを学んだ。



情報デザイン





単元のねらい

・情報デザインとは何たるかを理解する。

・ベクタ画像を描けるようにする。

・他人の作品の見て表現を振り返る。

・自分の作品の意図を説明する。



時間 学習内容

１～２ 情報デザインとは、色について

３～４ ソフトウェア（Inkscape）の扱い

５～６ ピクトグラム作成、発表、評価

７ 著作権

８～１１ ロゴ作成、発表、評価



これは非常口だ！

これは非常口だ！

















単元最後の振り返り文章より



単元最後の振り返り文章より

だからこそ自分の考えをできるだけわかりやすく形づくることが大切なのだと思った。

簡潔に、一目見て分かるようにすることが大切であるということが分かった。

また、自分がわかっても他人に伝えるという気持ちがないと伝わらないとわかった。

誤った認識を与えないようにすることがいかに大切かということを学べた。

情報があふれている中で本当に大事なものを選択して伝えることだと思う。

情報量が多すぎても駄目だしすぐに伝わるようにしないといけない。

相手が、自分が伝えたい情報を簡単に素早く理解できるかというのが肝心だ。

ごちゃごちゃせずシンプルでインパクトの強いものにすることが難しいと感じた。

印象に残る絵やワードは記憶に残りやすいので、うまく伝わりやすいと思いました。

自分が表現したものは万人に伝わるように心がけることが大切だと思いました



データサイエンス







単元のねらい

・多量のデータを扱えるようにする。

・統計処理をした結果に基づいて考察する。

・考察したことを他人に伝える。



時間 学習内容

１ 「データの分析」の確認

２～３ 表計算ソフトウェアの利用

４～７ ヒストグラム、箱ひげ図、散布図の活用

８～１２ グループワークでの統計分析を活用した問題解決



様々な統計分析
学習時間とスマートフォン利用時間について











グループワークでの統計分析を
活用した問題解決



課題

数量的な検討が必要な２つの項目
について相関分析等を行い，一連
の過程について発表をせよ。



ユニークなテーマ一覧（ごく一部）

•牛乳を飲む頻度と身長について

•持っている単語帳の数と小テストの点数について

•筆箱の中のペンの数とアプリの数

•納豆をかき混ぜる回数と握力について

•アニメイトに行った回数と洋服の枚数について

•異性と一緒に出掛けた回数とLINEの友達の数について









疑似相関の気づき



単元最後の振り返り文章より



単元最後の振り返り文章より

考察するときは直接的な関係があるかどうかをきちんと確認したいと思った

しかし因果の逆転や疑似相関になっていないかに注意する必要がある。

一見関係なさそうなこと同士でも、関係があったりすることを学んだ。

数値で出た結果をどう分析してどう意味付けするかが大事だということ。

数値を分析することは難しく予想と大きく外れることもあることが分かった。

相関には因果関係が含まれず、また疑似相関も存在するので注意が必要。

疑似相関の話は相関を考える際に常に心がけておくことだと思った。

分析するときも読み取るときも本当にデータが正しいのか注意する必要があると思った

何を調べるか決める時に、よく吟味することが大切だと思った。

また、分析結果の因果関係についても、研究者自身が、しっかりと考える必要がある。



最後に…
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まだまだ情報Ⅰには足りない



バージョンアップ

プログラミング →WebAPIの利用
モデル化とシミュレーション

情報デザイン →ロゴを描く必然性？
チラシやポスターのほうが必然性が高いか？

データサイエンス→回帰分析、検定への応用

これらの大きな変化に対してどのように準備
していくか？


